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　書店に行くと一目瞭然�で，近頃は何にでも「力」�

を付けることが流行って�いる。老人力，脳力，子供�

力，母親力，父親力……�最近では鈍感力なども取り�

上げられている。私自身�はこう�し�た傾向があまり好�

きではないのだが，流れ�はとめどもない印象だ。好�

きでないというのは，人�間の属性や性向，個性など�

を「力」という言葉で表�現すると内実が単純化され�

て�し�まうおそれがある�し�，表面的にその力があるな�

し�で人が差別されても仕方がな�いという風潮が広ま�

って�し�まうのではないか，と気�になるからだ。人間�

を「力」という物理学的�概念でとらえてほ�し�くない�

ということもある。�

　だから「人間力」とい�う言葉も私自身はあまり使�

わないのだが，文科省ま�でもが使いたがっているよ�

うで，少�し�はその意味を考えておかね�ばならない。�

　人間力という言葉が教�育界で広がり出�し�たのは，�

内閣府のもとにおかれた�「人間力戦略研究会」�が2003

年に報告書を出�し�たことがきっかけだったよ�うに思�

う。この報告書で人間力�とは「社会を構成�し�運営す�

るとともに，自立�し�た一人の人間と�し�て力強く生き�

ていくための総合的な力�」と漠然と定義されていた�。�

その実際は①知的能力要�素②社会・対人関係力的要�

素③自己制御的要素から�なり，それらを「総合的に�

バランスよく高めること�」が「人間力」を高めるこ�

とになると説明されてい�た。報告書は，日本人の人�

間力が�「低下」�し�ていることを憂え，その原因�を5つ�

あげている。①夢も�し�くは目標の喪失②経済�の成熟�
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化③時代に対応�し�た人材育成機会の不足�④職業能力�

のミスマッチ⑤社会的な規�範力の低下である。こう�

し�た人間力育成の不首尾を�克服するためにキャリア�

教育を拡充すること，進学�経路の多様化や入試改善，�

社会生活に対応�し�た学習を重視すること�など，職業�

生活面，市民生活面，文化�生活面の三つの側面にわ�

たって提言が行われている�。�

　ひとことで言うと，批判�の多かった「学力」にか�

わって，学校や家庭，社会�で「人間力」を育ててい�

こうという提案だと思う。�「学力」�といっても，日本�

の場合受験競争が厳�し�かったので，学校を出た�ら一�

生使わないような知識や解�法をたくさん憶えなけれ�

ばならなかった。その力の�うち社会で生かせるのは�

忍耐力と要領のよさだけと�揶揄されるような特殊な�

能力であった。そんな力を�育てることにこだわって�

いる限り，形式的な知識は�あってもコミュニケーシ�

ョンが苦手とか，学歴はあ�っても困難にあうと簡単�

に挫折�し�て�し�まうような人間がふえて�し�まう。それ�

では21世紀に上手に生き抜�くことはできないのでは�

ないか。こう�し�た危機意識が生んだのが�「人間力」�

という言葉であったように�思う。�

　気持ちは分からなくはな�い。�し�か�し�，元気で活発�

でタフな人間だけが求めら�れている印象は否めず，�

引っ込み思案で消極的で孤�独も好きというような内�

向的タイプはダメに映る。�そう�し�た人間でも私は私�

が好きといえる懐の深い概�念であってほ�し�いものだ。�
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かかわっていることが分かる。�

　このことは，�家庭科教育における学びと�「人�

間力」との直接的なかかわりの深さを示�し�て�

いる。人や環境と共生�し�，よりよい生活を創�

造するという家庭科教育のねらいそのものが，�

人の生き方に深くかかわっていることを考え�

ると，それも当然のことといえるだろう。�

　また，このことは，家庭科教育の今日的な�

意義ともいえる�し�，小学校，中学校の学習を�

通�し�て，子どもたちが，自分を見つめ，衣食�

住などの生活の自立を目指すとともに，家族�

や幼児とのかかわりの中で，家族の一員と�し�

てよりよい生活を工夫する能力や態度を育む�

ことの，一層の重要性を示�し�ている。�

 

3．これからの家庭科教育�

　以上述べた考え方を踏まえて，これからの�

家庭科教育の在り方をどのように考えていっ�

たらいいのであろうか。�

　具体的には，中央教育審議会教育課程部会�

の「家庭，技術・家庭，情報専門部会」にお�

いて，次のような目標・内容の改善の方向性�

（検討素案）�が示されている。�

【目標・内容について】�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　こ�の�改�善�の�方�向�性�に�つ�い�て�は，�「自�己�と�家�

庭，家庭と社会とのつながり」という空間軸�

と，�「生涯の見通�し�をもって」�という時間軸を�

踏まえ，子どもの発達段階に応�じ�て，よりよ�

い生活を送るための実践力を育成する視点か�

ら，改善を図ることと�し�ている。�

　このことは，先に述べた「人間力」の育成�

とも関係が深く，さらに，この視点を，小学�

校，中学校，高等学校の発達段階ごとにとら�

えると右図のようにイメージできる。�

　図に示�し�たように，時間軸と空間軸の視点�

を踏まえ，矢印の方向に向けて子どもの力を�

伸ばす指導を行うことが，�「よりよい生活を送�

るための実践力」を育成することとなり，21

世紀を生きる子どもたちの豊かな生き方を支�

えることになると考える。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．おわりに�

　少子高齢化の進展，家庭の教育力の低下な�

ど，社会の変化の中で，家庭科教育において�

は，上記の視点の他に，家族・家庭に関する�

教育や幼児触れ合い体験などの充実，健全な�

食生活のための食育の推進，社会において主�

体的に生きる消費者を育むための教育の充実�

などが求められている。�

　これらの課題に対応できる新�し�い家庭科教�

育の創造のため，子どもたちの指導に直接携�

わっている先生方とともに，力を尽�し�ていき�

たいと考える。�

【参考文献】�
1）中�央�教�育�審�議�会�答�申「我�が国�の�高�等�教�育�の�将�来�
像」�，平成16年９月６日�

　自己と家庭，家庭と社会とのつながりを�

重視�し�，生涯の見通�し�をもって，よりよい�

生活を送るための実践力を育成する視点か�

ら，学校段階に応�じ�た体系的な目標や内容�

を検討�し�てはどうか。�

1．�「審議経過報告」にみる「人間力」�

　21世�紀�は，新�し�い�知�識�・�情�報�・�技�術�が�政�

治・経済・文化をは�じ�め社会のあらゆる領域�

での活動の基盤と�し�て飛躍的に重要性を増す，�

いわゆる�「知識基盤社会」�の時代である�１）�と言�

われている。このような時代を生きる子ども�

たちには，基礎的・基本的な知識・技能の習�

得とともに，それらを活用�し�て熟考�し�，課題�

を解決できる能力が求められる。また，グロ�

ーバル化の中，他者や社会，自然や環境とと�

もに生きる視点も重要性を増す。�

　このような社会の構造的な変化を踏まえ，�

中央教育審議会教育課程部会では，実社会と�

のかかわりの中で「生きる力」をより具体化�

し�発展させるという観点から，�「人間力」�とい�

う考え方を用いて検討を行ってきた。�

　「審議経過報告」�（平成18年２月）�では，こ�

の「人間力」の構成要素と�し�て，①主体性・�

自律性�（自己理解�（自尊）�・自己責任�（自律）�，�健康�

増進，�意思決定，�将来設計）�，�②自己と他者と�

の関係�（協調性・責任感，�感性・表現，�人間関�

係�形�成�）�，③�個�人�と�社�会�と�の�関�係�（�責�任�・�権�

利・勤労，社会・文化・自然理解，言語・情�

報活用，�知識・技術活用，�課題発見・解決）�の�

３つの柱と12の力を例示�し�ている。�

 

2．家庭科の学びと�「人間力」�

　上記の「人間力」の構成要素の中から，家�

庭科教育とかかわりの深いものを取り出�し�て�

みよう。例えば，自分と家族とのかかわりの�

学習などに代表される�「自己理解」�，食に関す�

る指導などに代表される�「健康増進」�，消費生�

活や生活設計�（高等学校）�の学習などにおける�

「意思決定」�や�「将来設計」�，家族や幼児，高�

齢者との触れ合いの学習に代表される「人間�

関係形成」�，消費生活の学習に代表される�「責�

任�・�権�利」�，衣�食�住�の�学�習�な�ど�に�代�表�さ�れ�る�

「知識・技術活用」�，�問題解決的な学習を通�し�

て育まれる「課題発見・解決」の力など，家�

庭科の学習が，３つの柱とともに多くの力と�
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とはなされていないなど，主権者と�し�ての国�

民を育てるという観点の教育がなされていな�

い。�」といった批判や，�「科学が発達�し�様々な�

技術が活用される社会において，科学技術と�

社会とのかかわりについて，安全，リスク等�

の問題も含めて理解させること，ものづくり�

などを通�し�て技術を適切に評価�し�，管理でき�

る力を育てることが重要である。�」�との指摘も�

いただいている。�

　ここで出された「技術を適切に評価�し�，管�

理できる」�とは，�「技術と社会は相互に影響す�

る双方向的関係にあり，技術を適切に評価�し�

活用できる市民はよりよい技術の発達を促す�

という意味で技術を管理できる」ということ�

を指�し�ている。例えば，携帯電話の普及によ�

り国民一人一人の生活が変わるだけでなく，�

年賀状の発売数が減少するなど，技術の発達�

が日本の文化や社会の在り方までも変えて�し�

まうことがある。一方，携帯電話には使用者�

が求める音楽，テ�レ�ビ�等，多様な機能が追加�

されている。このように，広く一般の方から�

支持される技術はその発達が促されるのであ�

る。�

　科学が自然を理解することを目的とするの�

に対�し�，技術は人間の欲求の充足を目的と�し�

ており，当然自然に全く影響を与えない技術�

はありえない。また，どのような技術にも意�

図�し�ていない副次的な影響が生�じ�る可能性は�

ある。そ�し�て経済性なども含めた様々な条件�

の中で，現在最適な解を見いだすことが技術�

の考え方である。このような技術の特徴を理�

解�し�，現在の条件の中でどのような技術を使�

うべきなのか適切に評価�し�活用することがで�

きる能力，活用�し�ようとする態度はよりよい�

技術を適切に管理できる能力につながる。�

　先の中教審の意見は，これらの能力が持続�

可能な社会の構築が求められる現在，つまり�

技術の恩恵を受けずに生活することのできな�

い現在の社会において，また，新たな技術が�

生まれてくる将来の社会において，すべての�

国民に必要な力であるということを指摘�し�て�

いるのである。�

　�

3．おわりに�

　このように，技術分野には，大きく２つの�

要求がなされており，これらの能力等の育成�

が「人間力」育成の中で技術分野が担うべき�

役割と考えられる。そ�し�て，実は専門部会で�

指摘されていることは現在の学習指導要領で�

も重視されているものなのである。�（例えば解�

説�書�の�内�容�Ａ�（�1）�の�部�分�を�参�照�し�て�い�た�だ�き�

たい。�）�

　私はよく「のこぎりを学ぶ」とともに「の�

こぎりで学ぶ」ことも大切に�し�ていただきた�

いとお願い�し�ている。この�「のこぎりで学ぶ」�

ことの中に専門部会で指摘された様々な能力�

や態度が含まれる。のこぎりの仕組みについ�

て学んでいない生徒は，作業においてそれを�

生かすことの必要性を認識できない。加えて，�

仕組みを生かすことなく道具を使って�し�まっ�

た生徒は，道具に込められた先人の知恵の価�

値に気付くこともなく，ま�し�てや，その知恵�

が，社会においてもどのような価値を持つも�

のなのか考えようと�し�ないのではないだろう�

か。�

　限られた時間の中，また，生徒の生活経験�

も変化�し�ている中，先に述べたような指導は�

困難かも�し�れない。�し�か�し�，単に道具の使い�

方，ソフ�ト�の使い方だけを伝える授業は「人�

間力」育成のために，技術分野と�し�ての役割�

を果た�し�ているとは言えないことを理解�し�て�

いただき，これからの社会で求められる能力�

等の育成を目指�し�た授業の実践に努めていた�

だくことをお願い�し�たい。�

1．は�じ�めに�

　本号の特集は「人間力の向上をめざ�し�て」�

とのことである。現在行われている中央教育�

審議会において「人間力」という考えが出さ�

れた理由は，�「現実の社会で大人がどのように�

生き，そこでは何が必要とされているのかを�

示すことで，学ぶことの意義を子ども達に伝�

え，学ぶ目的を明確化する」ことにある。そ�

し�て，このような考え方を踏まえて，中教審�

教育課程部会「家庭，技術・家庭，情報専門�

部会�（以下�「専門部会」�）�」�においても意見交換�

がなされていることから，本稿では，専門部�

会における技術分野に対する指摘を紹介�し�，�

「人間力」育成における技術分野の役割を考�

えていくことにする。�

　�

2．専門部会における指摘�

（1）�「�ものづくり」�を支える能力や技能，態度�

の育成�

　専門部会では技術分野に対�し�て，�「ものづく�

りの経験が，計画通りに進める力，ものをう�

まくつくる力，構想を実現する力などを育て�

る。�」�「日本のものづくりの良さを支えてきた�

創意工夫�し�て改善を図る能力，緻密さへのこ�

だわり，自分の仕事に対する責任感といった�

能力，技能，態度を育成する必要がある。�」�と�

いった，情報も含めた「ものづくり」を支え�

る力を重視すべきであるという意見をいただ�

いている。これは，現在の社会が技術の恩恵�

を受けつつもその事実に気付けない，つまり�

技術が目に見えない状況になっている中，日�

本の産業の特徴の一つである「ものづくり」�

や「技術開発」といったことについて，義務�

教育段階ですべての生徒に対�し�経験させ，さ�

らにそれらを支える基本的な能力を育む必要�

があるという指摘と理解できる。�

　�

（2）�　�技術を評価・管理できる能力の育成�

　一方，�「生活者と�し�ての技術を教えることは�

あっても，科学技術のガバナンスを教えるこ�

［特集］�
「人間力」の向上を�
めざして�
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6．おわりに�

　調理実験を多く取り�入れることで，児童の変容�

の様子が食事作りや家�庭での手伝いの中にもみら�

れた。�

　�「調理実験から始まる人間力�の向上」�とは，児童�

が家庭科の学習の中か�ら興味・関心を持ち実践す�

ることであると捉える�。教材や調理実験の選択，�

教師と保護者が協力�し�て多面的な環境を作ること�

で，生きていく上で児�童自らが日常生活での必要�

性を感�じ�，�実践できるようになる�ことが，�「人間力�

の向上」につながるも�のではないかと実感�し�た。�

人との関わりの中で感�謝�し�「食」から学ぶ学習を�

伝えていける教師の一�人と�し�て，これからも工夫�

し�ながら実践�し�ていきたい。�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�調理実験から学んだこ�と�

ア�　切り方調理実験�（もち粉粘土）�から食材の切り�
方に興味を持ち，サラダ�の種類や料理によって�

切り方が違うことを発見�することができた。�

イ�　社会科の学習で稲作を�体験�し�て米を収穫�し�た。�
米の吸水実験では米を水�につける必要性を知り，�

各家庭の米をおい�し�く炊く秘訣を話�し�合い，ガ�

ラス鍋で炊く。固い米が�ご飯になる様子を観察�

する。米を育てて食する�過程を体験�し�たことで，�

給食のときにも１粒残さ�ず食べるようになって�

きて，感謝の気持ちを表�現することができた。�

ウ�　だ�し�取り実験では，地元でと�れる特産物のも�
ず�く�か�ら�だ�し�が�取�れ�る�か�推�測�す�る。昆�布,　�煮�干�

し�，だ�し�の素，かつおぶ�し�，�し�いたけの６種類�

で味比べを�し�たあと，児童が「家では�混ぜて使�

うときもあるよ」の言葉�から２種類のだ�し�を混�

ぜてオリジナルブ�レ�ン�ド�だ�し�を考えたり，各家�

庭のだ�し�の取り方が違うことに気づく�ことがで�

きた。�

エ�　ゆでる，炒めるの実験�では，生の葉野菜との�
かさの量を比べることで�，食事するときに野菜�

をたくさん摂れることや�，根菜は切り方によっ�

て加熱時間が違うことに�気づいた。このことよ�

り葉野菜の使い方や調理�の仕方を工夫すること�

ができた。�

KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-4　7

調理実験か�ら�始�ま�る�「人間力の向上」�
～調理実験・調理�実習・家庭実践�を�通�し�て～�

沖縄県沖縄市立コザ�小学校　�岸本　�ト�モ子�

4．指導の実際�

（1）�　�題材別における�調理実験�

　①簡単な調理を�し�よう�

ア　切り方調理実験�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

　②作っておい�し�く食べよう�

イ　ご飯の炊き方　� 　ウ　だ�し�取り実験�
　�

　�

　�

　�

　�

　�
　�

　③朝食に合うおか�ずを作ろう�

エ　ゆでる・炒める�の実験�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

1．は�じ�めに�

　給食時間になると好�きな食べ物と苦手な食べ物�

を物々交換�し�たり，好きな物ばかりを�食べたり・�

全く手をつけないで給�食時間を終えたりする光景�

が気になり始めた。ま�た，家庭において家族揃っ�

て食事を�し�たり，手伝いをすることが�当たり前で�

なくなった昨今，�「家庭科」�や�「給食指導」�，�「食に�

関する指導」を通�し�た関連授業で，人と�し�て生き�

る力をつけさせていき�たいと考えた。�

　�

2．研究のねらい�

　児童が毎日の食事に�関心を持ち，食事と成長が�

関連�し�ている視点に気づかせた�い。�

　また，食に関する知�識や食事作りの学習におい�

て，調理実験を取り入�れた授業展開を工夫するこ�

とで，調理の楽�し�さを体感させ，必要なとき�に家�

庭での食事作りを実践�できると考える。�

　この実践力を「人間�力の向上」と考える。�

　�

3．検証の手立てと方法�

（1）�　�手立て�

　①成長と栄養の働き�についての教材作成と指導�

の工夫をする。�

　　　�（栄養士とのＴＴ）�

　�

　�

　�

　�

　③教材・教具の工夫�をする。�

（2）�　�方法�

　①事前・事後のアン�ケー�ト�を分析�し�，児童の意�

識の変容をみる。�

　②自己評価やキッズ�シェフ報告会�＊�，�保護者から�

のメッセージ等で実践態度�をみる。�

②調理実験による調理の楽�し�さを体感させる�

指導の工夫をする。�

5．成果と課題�

（1）�　�キッズシェフ報告会�での成果�

・学校で習ったので簡�単に作ることができた。�

・�「おい�し�い」�って言われたので，家�族のためにま�

た作りたい。�

・豚骨でだ�し�取りを�し�た。�

（2）�　�児童のアンケー�ト�からみえた成果�

・「調理する事が好き�ですか」の問いに，事前の�

77％から92％に増えた。�

・�「�食�事�作�り�の�手�伝�い�を�進�ん�でし�ま�す�か」の�問�い�

に，事前の54％から73％に�増えた。�

・休日や長期休業日を�利用�し�て，26人中24人の児�

童が家庭での食事作りを実�践�し�た。�

（3）�　�保護者のアンケー�ト�からみえた成果�

・野菜を好き嫌いさせ�ず，いろんな料理を作って�

いきたいと思います。�

・時々食事を作っても�らいます。�

・家族のために作るこ�とが嬉�し�いと思えることは�

最高だと思います。�

・食べることはすばら�し�い！作ることはもっとす�

ばら�し�いよ！�

　授業を通�し�ての保護者とのＴＴ指�導や，授業で�

の様子を家庭科通信で�知らせることにより，保護�

者の食事作りに対する�意識が変化�し�，児童の実践�

し�やすい環境になったと思わ�れる。�

〈課題〉�

・保護者の協力を得ら�れない家庭への手立ての仕�

方�

（もち粉粘土）�

ゆで卵：加熱時間の違いによる変化� 児童の作品�

児童の作品�

ご飯とみそ汁�

１食分�

葉野菜（からし菜）：生と炒めたときのかさの量の違い�

根菜（じゃがいも）：切り方による加熱時間の違い�

＊家庭実践についての学級内での報告会。�

（米の吸水実験も含む）�
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学校�・�市�・�大学�・�家庭の連携に�よ�り�，�
日々の食生活を工夫�・�改善�し�実生活に生かす�
家庭科学習�

1．は�じ�めに�

　�「人間力」�とは，人間が生きていくた�めに必要な�

力，すなわち「生きる�力」であり，実社会や実生�

活に生きて働く力であ�る。�「生きる力」�の中心を成�

すものは，思考力や判�断力，問題解決能力の育成�

にある。これを実現す�るには主体的な実践が大切�

である。その中で家庭�科の果たす役割は，人が人�

と�し�て生きていくために必要な�衣食住を実践的・�

体験的な学習を通�し�て学んでいくことであり�，そ�

の学びの中から，思考�力，判断力を培い，日々の�

家庭実践を通�し�，生きて働く力すなわち�「人間力」�

と�し�て身につけていくものであ�ると考える。�

　�

6．学習の実際�

（1）�　�どんなものを食べてい�るのだろう�…１時間�

（2）�　�バランスのよい食事を�し�よう�………１時間�

・給食の献立表をもとに食�品調べを�し�，給食のよ�

いところや給食の栄養バ�ランスを考える。�

・栄養士の話を聞き，自分�の給食の摂り方につい�

て考える。�

・毎日食べている食品に目�

を向け，食品クイズや食�

品のグループ分けなどを�

行い，食品への興味・関�

心をもつ。�

・食品カー�ド�ゲームを�し�な�

がら食品の働きを知る。�

（3）�１日の食事バラ�ンスを調べてみよう�…１時間�

・�“�さ�か�ど�ん�ち�ゃ�ん”の�１�日�の�食�事�を�サ�ン�プ�ル�に，�

「食事バランスガイ�ド�」の使い方を知る。�

・グループ毎に，食品カー�ド�を使って１日の食事�

を考える。�

・「食事バランスガイ�ド�」を使って食事のバラ�ン�

スを確かめる。�

3．目指す児童像�

　小学５年生のこの時期に�，毎日の食生活に目を�

向けることにより，これま�での空腹を満たすため�

に考えもせずにただ食べて�いた自分を見つめ直さ�

せる。そ�し�てバランスよく食べる�ことの意義を理�

解させ，将来に向けての健�康な体づくりのため，�

栄養のバランスを意識�し�た食事が摂れる，実践力�

のある子どもを目指す。�

　�

4．題材について�

　食品のもつ栄養の働きを�知り，バランスよく摂�

ることの大切さに気づかせ�，ご飯とみそ汁を基本�

と�し�た朝食を考え，１食分�のバランスよい食事を�

考えさせる。さらに，１日�分の食事へと発展させ，�

１日のバランスよい食事を�摂ることにより，自ら�

の健康な生活を意識�し�た実践に結びつけていく。�

5．教材開発�

・キャラクターを出現させ�，児童の身�

近な存在とする。�（坂戸市生まれ・坂�

戸市育ちの“さかどんち�ゃん”�）�

・表にキャラクター，裏�には食品�

や主な働きを書いたカ�ー�ド�を作�

成�し�，ゲームを�し�ながら食品の�

働きを身につける。�

　入れ，より具体的にわか�りや�

すくする。�

・児童の目に触れることの�多く�

　なった�「食事バランスガイ�ド�」�

　�（�厚�生�労�働�省�・�農�林�水�産�省�作�成�）�

・給食の献立例や食品の実�物大写真カー�ド�を取り�

埼玉県坂戸市立三芳野�小学校　�山中　�伊久枝�

　�

2．学校・市・大学・家庭�の連携�

　最近の子どもたちは�，�「よく体を動か�し�，�よく食�

べ，よく眠る」という�成長期に必要な基本的生活�

習慣が乱れてきている�。�そこで国では，�「早寝，�早�

起き，朝ご飯」の国民�運動を展開�し�，朝食の大切�

さを呼びかけている。�本市の子どもたちの現状も，�

朝ご飯を摂らなかった�り，摂っても偏食があり食�

事バランスが不十分で�あったりする。そこで，計�

画的に食育を推進する�ことにより，望ま�し�い食習�

慣を身につけ，�心身ともに健康な児童�・�生徒を育成�

することを目的に，�坂戸市�（健康づくり政策室及び�

教育委員会）�，女子栄養大学，小・中�学校�（校長・�

栄�養�士�・�養�護�教�諭�の�各�代�表�と�各�校�代�表�教�諭�）�と�の�

連携で，食育プロジェ�ク�ト�チームを結成�し�た。�

　まず，５年生の家庭�科・道徳・特別活動を通�し�

て食育を推進�し�，食への意識を育てることと�し�た。�

　小学校家庭科が始ま�る５年生の食分野，�「作って�

おい�し�く食べよう」の題材中の�「バランスのよい�

食事」に焦点を当て，�毎日の食事を見直�し�，バラ�

ンスよく食事を摂るこ�との大切さに気づかせるこ�

とにより，日々の食生�活を工夫・改善�し�実践�し�て�

いける子どもたちを育�てていくことを中心に，女�

子栄養大学の協力を得�ながら，授業展開すること�

と�し�た。�

　�

（4）�　�バランスのよい食事�を考えよう�……１時間�

・�“さかどんちゃん”の朝食に�ついて考える。�

・朝食の大切さについ�て養護教諭から聞く。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

・料理カー�ド�を使って，ご飯とみそ�汁に合う朝食�

を考え，食事のバランスを�確かめる。�

・朝食のイラス�ト�を描き，紹介�し�合う。�

・朝食�・�昼食�・�夕食を考え，�「食事バランスガイ�ド�」�

に基づいて調べる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

7．おわりに�

　食品のもつ栄養的な�働きを知るのにゲームから�

入ることで，児童は非�常に理解�し�やすかった。ま�

た，１食分の食事バラ�ンスから１日分の食事へと�

発展させ，�「バランスごま」�が回るためにはどんな�

食事に�し�たらよいか，どんな１品を�加えたらよい�

かを考え，バランスよ�く食べることの大切さに気�

づくことができた。コ�ン�ビ�ニ等で弁当を選ぶ際，�

野菜の量などにも目が�向くようになり，１日の食�

事の「バランスごま」�を意識できるようになって�

きた。�

　市内全ての小学校が�，市内の児童の実態に応じ�

て研究�し�た授業内容をベースに，各�校で授業に取�

り組むことにより，食�に対する教職員の意識が変�

化�し�，家庭科の授業における�深まりも見えてきた。�

このような意識の変化�が児童や保護者に伝わり，�

食に対する見方も，た�だ食べるだけでなく，バラ�

ンスよく食べるという�ことの大切さが理解でき，�

さらなる実践化へ繋げ�ることができると考える。�　を取り入れ身近なものにする。�

評価表�
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1．は�じ�めに�

　地球温暖化は今，世�界的に大きな社会問題にな�

っている。わが国でも�バイオ燃料を利用するなど，�

CO2を�減�ら�す�開�発�が�進�めら�れ�て�い�る。発�電�に�お�い�

ても，これから変化が�見られそうである。私はイ�

ンターネッ�ト�を利用�し�た調べ学習を�し�ている中で，�

石油はこのまま消費�し�続けると40年後になくなっ�

て�し�まうことを知った。火力発�電が主となってい�

る日本の発電は，これ�からどうなるのだろうと思�

った。�そこで，�毎年行っている田川地�区�（鶴岡市・�

庄内町・三川町）�の技術科教員の研修会で，�東北電�

力の方から「これから�の発電」というテーマで，�

講演�し�ていただくことになった�。その講演による�

と，環境と資源のこと�を考慮�し�て，現在の日本の�

総発電量の３割を占め�ている原子力発電が，今後�

５割まで増加するであ�ろうという話だった。講演�

を聴き，これから環境�を守りながら生活を維持�し�

ていかなければならな�いことの必要性を生徒に伝�

え，考えさせなければ�ならないと思った。�

3．具体的な実践�

（1）�　�発電の�し�くみを知る�

　発電に興味を持たせるた�めに，�まず図1のような�

簡単な装置を利用�し�て，電気が作られる�し�くみを�

説明する。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　これは乾電池を１番目の�モータにつないで，そ�

のモータと２番目のモータ�を�ピ�ニオンギアでつな�

ぎ，２番目のモータとプロ�ペラのついた３番目の�

モータをつないだものであ�る。�「これをつなぐとプ�

ロペラは回るで�し�ょうか？」と質問する�と，生徒�

はみんな�「回る。�」�と答える。つないでみ�ると実際�

に回る。でも，このとき生�徒達はどんなことが起�

こってプロペラが回ってい�るのかは気づいていな�

い。�そこで，�「１番目のモータは，�乾電池の電気で�

回っていますね。２番目の�モータは，１番目のモ�

ータが回っているので一緒�に回っていますね。で�

は，３�番�目�の�モ�ー�タ�は�な�ぜ�ま�わ�っ�て�い�る�の�で�す�

か？」と聞くと，�し�ばらく考える。そこで，乾電�

池と１，２番目のモータを�ダイナモ式ラジオの教�

材のダイナモ装置と取り替�える�（図２）�。そ�し�て，�

ハン�ド�ルを回すとプロペラが回り�出�し�，生徒から�

は「オー」という歓声が沸�く。ここで，生徒達は�

乾電池がなくてもモータが�回ることに気づき，モ�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

地球温暖化を取�り�上げた電気の学習�

山形県鶴岡市立藤島�中学校　�佐々木　�俊和�

2．講演で聴いた主な内容�

　講演で取り上げられ�た地球温暖化に関連�し�た内�

容は以下の通りである�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　このほかにも，原子�力発電の安全性の話や各国�

の発電の様子を見学�し�てきた話などがあり，大変�

興味深い講演だった。�

 ・�石�油�を�燃�料�に�す�る�と�CO2が�大�量�に�出�る�こ�と�と�石�
油が少なくなってきて�いることから，�火力発電に�
石油は使われなくなっ�てきている。�

 ・�天�然�ガ�ス�は�CO2の�量�が�比�較�的�少�な�い�た�め�利�用�さ�
れている。�

 ・原子力発電はCO2を出さない。�資源と�し�ても，�再�
利�用�も�可�能�で�こ�れ�か�ら�長�く�使�っ�て�い�け�る�見�通�し�
がある。�フランスでは８割を原�子力発電でまかな�
っている。�近い将来，�日本でも５割を占め�るであ�
ろう。�

ータを回すことで電気が生じ�ることを理解する。�

このあと教科書を見て，タ�ー�ビ�ンをどのような方�

法で回すかで，いろいろな�発電方法があることを�

説明する。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�地球温暖化の問題を知�る�

　生徒は地球温暖化という�言葉は聞いたことがあ�

るが，実際にどんなことが�起きているのか，どん�

な対策が必要なのか知らな�い生徒が多い。そこで，�

石油が40年後�（生徒達がまだまだ元気な�うち）�にな�

くなって�し�まうかも�し�れないことを話�し�，�「火力発�

電が石油でできなくなって�し�まったらどうなるの�

だろう？石炭，天然ガスに�も限りがある。資源が�

なくなって，発電できなく�なったら，私達の生活�

はどうなるのだろう？」�と聞く。そうすると，�「石�

炭，天然ガスはどのくらい�あんな？」�とか，�「昔の�

生�活�に�戻�れ�ば�い�あ�ん�ね。�」と�か�で�て�く�る。そ�こ�で，�

実は�石�油�を�燃�や�す�とCO2が�大�量�に�排�出�さ�れ，そ�の�

CO2は�地�球�温�暖�化�の�原�因に�な�っ�て�い�て，今�は�火�力�

発電に石油が利用されなく�なってきていることを�

話�し�する。そ�し�て，地球温暖化がどんな�ことを引�

き起こ�し�ているのか，インターネ�ッ�ト�で調べさせ�

る。そうすると，南極や北�極の氷が融け始めてい�

ることや，海面が上がって�低い島がなくなって�し�

まうことなどに気づく。�

　�

（3）�発電をテーマに�し�て調べ学習を行う�

　地球�温�暖�化�は�CO2の�排�出�が�主�な原�因�と�な�っ�て�お�

り，東北電力の方の話によ�れば，環境や資源のこ�

とを考えると原子力発電が�今後増えていくことに�

なりそうだという話を�する。これから発電はどう�

なっていくことが望ま�し�いのかを考えながら，発�

電をテーマに�し�て，インターネッ�ト�を利用�し�て２�

時間の調べ学習を行う�。Ｂ４プリン�ト�１枚以上に�

レ�ポー�ト�をまとめさせる�（図３）�。発電に関するこ�

とであれば何でもいい�ことに�し�，資源について調�

べたり，原子力発電の�ことや風力発電のことなど�

いろいろでてくる。�レ�ポー�ト�の最後には調べてみ�

ての感想を入れさせた�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．おわりに�

　�レ�ポー�ト�を見ると，生徒は発電と�環境への影響�

に視点を向けていた。�どの発電が環境にやさ�し�く，�

どの発電が環境に害を�与える影響が大きいのかに�

関心を持っていた。環�境を守るために自分たちに�

できることを考えて，�感想を書いている生徒もい�

た。また，このたびマ�ヨネーズの値段が何年かぶ�

りに上がったというニ�ュースも，バイオ燃料の話�

との関わりから生徒達�は興味を持ち，値上がりに�

も納得�し�ていた。このように，この�学習を通�し�て，�

これから私達は環境を�守りながら生活を維持�し�て�

いかなければならない�必要性を，生徒達は考える�

ことができたと思う。�

　東北電力の方の講演�を聴いて，発電への興味が�

深まり，生徒にもよく�考えさせたいという思いを�

持った。地球環境のこ�とを自分で調べてみるのも�

大切であるが，関係の�方に話を�し�ていただくこと�

はとても有意義な研修�となった。も�し�も，他の地�

域でも技術科の自主的�な研修会などがあれば，こ�

のような研修もいかが�だろうか。�

図１　モータを使ったモータ発電実験�

図２　手動式ダイナモ装置を利用した発電実験�

図３  生徒のレポート�



1．は�じ�めに�

　家庭におけるパーソ�ナルコン�ピ�ュータ�（以下，�パ�

ソ�コ�ン�）�の�普�及�が�進�み，本�校�に�お�い�て�も�普�及�率�は�

89％に上る。それに伴�い自宅でパソコンを扱う生�

徒の数も増えてきてお�り，小学校卒業までに家庭�

でパソコンを使用�し�た経験のある生徒は83％�に上�

る。�

　�し�か�し�，使用する内容に注目�し�てみるとインタ�

ーネッ�ト�におけ�るwebペ�ージ閲�覧やゲー�ムの利�用�

が中心であり，情報を�処理�し�たり活用�し�たりする�

能力については，まだ�まだ育成�し�ていく必要性が�

あるといえる。�

　そこで本研究では，�学習�し�た内容を生活に生か�

す力を育むことをねら�いと�し�，次の内容を実践�し�

てみた。�

　�

　�

　�

　�

　�

2．実践例�

（1）�　�題材の内容�

第１学年「身の回りに�ある情報を処理�し�よう」�

　・文書処理ソフ�ト�ウェアの利用�（４時間）�

　�「目標の掲示物をつくろう」�

　最初の小題材である�文書処理においては，コン�

ピ�ュータ嫌いの生徒をつくらな�いために，文字入�

力が苦手な生徒でも気�軽に取り組める内容が必要�

である。そこで，入力�する文字量を最小限にとど�

め，ワープロソフ�ト�の機能を活用�し�，掲示物を作�

成することを目指�し�た。�

　ワ�ー�プ�ロ�ソ�フト�は�マ�イ�ク�ロ�ソ�フト�社�の�Word 

2003を使用�し�，�ワー�ド�アー�ト�・�クリップアー�ト�・オ�

ー�ト�シェイプの機能を重点的に�指導�し�，カラー�レ�

ーザプリンタで印刷�し�て掲示物を作成�し�た。�
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（2）�実践�し�た内容�

①目的意識をもたせ�る�

　本校は生徒会や学校行事�で目標を立ててから活�

動することが習慣化�し�ており，屋上をはじめさま�

ざまな場所で目標やスロー�ガンの掲示物を目にす�

る�（図1）�。�１年生も入学時にクラス�目標や個人目標�

を設定するが，入学から約�３ヶ月が経過する頃に�

は入学当初の緊張感は無く�なってくる。そこで，�

学校生活を見直�し�て自分の目標を立て直�し�，掲示�

物と�し�て作成することで学校生活�への意識を高め�

たいと考えた。作成�し�た掲示物は完成後に教室に�

掲示することを伝え，作成�する目的を明確に�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

②視聴覚教材を活用�する�

　授業の導入においては，�校内のいろいろな場所�

に掲示されている目標やス�ローガンを撮影�し�てい�

たものを，大画面のディス�プ�レ�イに転送�し�クイズ�

形式で提示�し�た�（図2）�。�

　さらに，作成方法の示範�では先生機の画面を生�

徒機に転送�し�，簡単に見栄えのある作品�ができる�

ことを確認�し�た。また，授業の最後には�作成途中�

の生徒作品を生徒機に転送�し�，感想を交流するこ�

とで，学習意欲の持続と向�上を目指�し�た。�

③感想用紙を記入�する�

　授業のたびに，生徒の中�にはいろいろな気づき�

や思いが出てくる。それを�感想用紙に記入�し�てい�

くことで，自分の気持ちを�明確に�し�ていくことが�

できるはずである。何とな�く�「授業が楽�し�かった」�

という段階から，�「もっとやってみたい�」�と感�じ�さ�

せ，文字にすることで意識�化できれば，生活に生�

かす力につながると考え，�授業ごとに感想を書き�

ためていった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�学習後のアンケ�ー�ト�から�

　学習後の生徒にアンケー�ト�をとった結果，次の�

ようになった。�

①コンピュータの�学習は楽�し�かった�

　�

　�

　�

　�

　この質問に対�し�ては，�「とてもあてはまる」�「だ�

いたいあてはまる」と答え�た生徒が97％に上り，�

ほとんどの生徒が楽�し�かったと感�じ�ていることが�

分かった。�

②コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�で�作�品�を�つ�く�る�こ�と�に�興�味�を�も�て�た�

　�

　�

　�

　�

　この質問に対�し�ては，�「とてもあてはまる」�「だ�

い�た�い�あ�て�は�ま�る」と�答�え�た�生�徒�が�100％�に�達�し�，�

コン�ピ�ュータでの作品づくりへの�高い関心が読み�

とれた。�

③ワープロソフ�ト�を利用することに�興味をもてた�

　�

　�

　この質問に対�し�ては�「とてもあてはまる」�「だい�

たいあてはまる」と答�えた生徒が97％に上り，ワ�

ープロソフ�ト�の利用への関心も高ま�ったことが分�

かった。�

④ワープロソフ�ト�を生活でも利用�し�たいと思った�

　この質問に対�し�ては�「とてもあてはまる」�「だい�

たいあてはまる」と答�えた生徒が91％に上った。�

学習前には「利用�し�たい」と答えた生徒が36％だ�

ったことから，本実践�のねらいと�し�た「生活に生�

かす力を育む」という�意味でも成果がみられたと�

考えられる。具体的に�作成�し�たいものを尋ねてみ�

たところ，手紙や招待�状という回答が多く見られ�

た。�

　�

3．おわりに�

　本実践は，４時間の�小題材である文書処理の学�

習にすぎないが，アン�ケー�ト�結果などを見てみる�

と，一定の成果を残せ�たと考えている。�

　この実践は特別に目�新�し�いことを行ったわけで�

はなく，これまでの指�導内容を見直�し�，生徒の情�

意面に働きかけるよう�に少�し�工夫�し�ただけである。�

　教師が視点を生活に�向けて指導内容を少�し�変え�

ることで，生徒の視点�も変わっていくことが感じ�

られた。この後に続く�図形処理や表計算処理おい�

ても，同様の働きかけ�を行うことでさらに生活に�

生かす力を育てていき�たいと考えている。�

学習�し�た技術を�生活に生かす力�を育む授業�

①学習する内容に対�し�て，目的意識をもた�せる。�
②�生�徒�の�興�味�・�関�心�を�喚�起し�，持�続�さ�せ�る�た�め�に，�
視聴覚教材を活用す�る。�

③授業ごとに感想用紙�を記入�し�，�生徒の中にある思�
いを意識化�し�ていく。�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

～文書処理�ソ�フ�ト�ウ�ェ�アの実践�を�通�し�て～�

【参考文献】�

中村祐治他編著�『�これならできる　�授業が変わる　�評価�
の実際』開隆堂,2006年�

神奈川県川崎市立西�中原中学校　�望月　隆�

図1�
校舎の掲示物�

図2�
授業のようす�

図3�
完成した掲示物�
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技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

基礎的・基本的な力をつけ，�
生活者�と�し�ての眼を養�う�授業づ�く�り�の工夫�
～�「万能�ラ�ッ�ピ�ン�グ�ツ�ール　�ふ�ろ�し�き�を�作�ろ�う�！」�（2年生実践）�を�通�し�て～�

愛知教育大学附属岡崎�中学校　�伊奈　�希依子�

　ふろ�し�きに興味を示�し�始め�

た生徒に，未仕立てで上下�が�

切りっぱな�し�のふろ�し�き生地�

（約90㎝）�を１枚ずつ渡�し�，１�

週間使ってみるよう投げか�け�

た。�

（�2）�　�も�っ�と�み�ん�な�が�使�い�た�く�な�る�よ�う�な�ふ�ろし�

きを考えて作っ�てみたいな�

　生徒はふろ�し�きを使いながら，その便�利さを実�

感�し�た。�「便利なものなのに，�なぜ今は使われてい�

ないの？」と問いかけると�，生徒はデザインや色�

がよくないことや結んだり�ほどいたりが面倒なこ�

とを理由と�し�てあげた。一方，もっとみ�んなが使�

いたくなるようなふろ�し�きを作れば，ふろ�し�きは�

また使われるようになるに�ちがいないという意見�

から，私�た�ち�が�持�ち�た�くな�る�MYふ�ろ�し�き�を�作�っ�

てみたいという思いが高ま�っていった。�

　こう�し�て，生徒は各自の追究を�経てオリジナル�

のふろ�し�きを製作することとなっ�た。�

（3）�　�布端のほつれを何とか�し�なくては。�まつり縫�

いの仕方をおぼ�えてMYふろ�し�きを作ろう！�

　配付�し�たふろ�し�きは何度も使ううちに始末の�し�

ていない上下の布端がほつ�れ始めていた。�

（�4）�　�み�ん�な�は�ど�ん�な�MYふ�ろ�し�き�が�で�き�た�の�か�な�

　�「�も�っ�た�い�な�い�ふ�ろ�

し�き」�をPRし�ている環�

境省から笹木さんをお�

迎�え�し�，MYふ�ろし�き�

を見て意見をいただく�

ことに�し�た。�

（5）�　�今回の学びをふりか�えってみよう�

5．おわりに�

　技術・家庭科の授業�で養われた人間力はその単�

元がおわった後でも高�まっていく。Ｓ子が述べて�

いるように，日々の生�活の中でおりにふれ考えて�

いったり，実践�し�たり�し�ていくことで学びが深ま�

るのである。今後も，�生徒の生活の中から教材を�

見つけ，生活に生きる�授業づくりを�し�ていきたい。�

　学校でファイルなどを包んでみて，�包み方によっては�
持ち運びは便利だと思ったけれど，�包むのとほどくのが�
少�し�大変かなと思いま�し�た。�だけど，�かわいい包み方な�
どを知れば，�包むのもまた楽�し�みになるかなあと思いま�
し�た。�

　私はいっそのこと，�ふろ�し�きをふろ�し�きと�し�て使わな�
くてもい�いので�はと思�いま�し�た。N君�が毛布�と�し�て�も使�
えたと言っていたので，�布をタオルみたいなものに�し�て�
みれば，�もっとみんなが使いたくなって流行ると�思いま�
し�た。�でも，�昔のようなガラなどではいけません。�今日�
の話�し�合いで出たようにデザインがかわいかっ�たり，�環�
境によかったり�し�ないと！�

　私�は�先�生�が�く�れ�た�青�い�ふ�ろ�し�き�は�移�動�教�室�の�時�に�
ファイルやふでばこなどを包んで使いま�し�た。�普通に包�
ん�だ�後�で�布�を�ね�じ�っ�て�取�っ�手�を�作�る�包�み�方�で�や�っ�て�い�
たら，�布のすみから糸がいっぱい出てきて大変�で�し�た。�
何とか�し�たいと思っていたら，�今日の授業で端を三つ折�
りに�し�てまつり縫い�し�て，�すっきり�し�ま�し�た。�布はタオ�
ルがいいと思って家で探�し�ま�し�た。�でも，�ふかふか�し�た�
肌�ざ�わ�り�の�タ�オ�ル�は�ふ�ろし�き�とし�て�包�む�の�に�は�合�っ�て�
いなくて，�もっと薄いタオルを探�し�たら，�白いの�し�かな�
かったので，�あきらめま�し�た。�でも，�ネッ�ト�で探�し�たら�

見�つ�け�ま�し�た�！�ベビ�ー�用�品�を�作�る�の�に�使�わ�れ�る�布�な�の�
で，�いいと思って取り寄せま�し�た。�届いたのはタオルと�
いうよりガーゼの感�じ�で�し�た。�でも，�これでイケル！と�
思います。いよいよ作ります！�

　み�ん�な�が�作�っ�た�ふ�ろし�き�は�工�夫�が�あ�っ�て，お�もし�ろ�
かった�です。R君の�防炎�加工�が�し�てある�カー�テン�で作�っ�
たのは避難するときに中の物が燃えない�し�，�避難�し�てか�
らはポンチョになると知って驚きま�し�た。�

　�授�業�で�ふ�ろし�き�の�使�い�方�（�包�み�方�）�や�歴�史�も�わ�か�っ�た�
し�，�実際に自分で使ってみたことで，�ふろ�し�きの良い点�
だ�け�で�な�く，短�所�も�知�る�こ�と�が�で�き�まし�た。�そ�れ�に，�
MYふろ�し�き�を作�った�こと�で，�どの�よう�な布�地が一�番使�
いやすいか，�どのようなガラが多くの人に使ってもらえ�
る�か�を�自�分�な�り�に�し�っ�か�り�考�え�る�こ�と�が�で�き�た�と�思�い�
ます。�笹木さんのお話を聞いて�スーパーの袋が環境にど�
れだけ影響�し�ているかということがわかり，�ふろ�し�きの�
授業自体はおわって�し�まうけれど，�私たちが授業でやっ�
て�き�た�成�果�を�発�揮�す�る�の�は�こ�れ�か�らじ�ゃ�な�い�か�な�と�思�
いま�し�た。�スーパーの袋を断り，�ふろ�し�きで袋の代用を�
する，�たったこれだけのことが，�私たちのふろ�し�きを広�
めるいいチャンスと思いま�し�た。�

（太字は�「生活者と�し�ての眼を養う」�につながる学びの成果。�）�

学習活動と教師の手だて�

1．は�じ�めに�

　�「人間力」�は現行学習指導要領の�「�生きる力」�を�

発展させた力である。�その中身は「確かな学力」�

の確立，�「社会的自立」の推進�，�「社会の変化」へ�

の対応という３つの視�点をもっている。本単元は�

衣の学習における基礎�的・基本的な力をつけると�

同時に，環境に配慮�し�た生活を�し�ていこうとする�

態度を育成することを�ねらいと�し�ている。�

2．ふろ�し�きの魅力と教材�と�し�ての価値�

　文献によると，ふろ�し�きは古くは奈良時代から�

登場する。名前は「ひ�らづつみ」といったが，正�

方形の布で仏教のだいじ�な装束を包んで保管�し�て�

いた。江戸時代になっ�て庶民の間で風呂�（銭湯）�が�

流行すると，風呂場で�敷いて使ったことから「ふ�

ろ�し�き」という名が一般的にな�り，ふろ�し�きは包�

む�だ�け�で�な�く，持�ち�運�ぶ�た�め�に�使�わ�れ�る�よ�う�に�

なった。以来，ふろ�し�きは日本人の生活用品と�し�

て欠かせないものとな�った。�し�か�し�，昭和40年代�

の高度経済成長期を迎�えてからはこれに代わって�

ポリエチ�レ�ン袋�（石油から作られてい�る）�が重宝が�

られるとともに，それ�ぞれの収納物の形に合った�

かばんが用いられるよ�うになった。こう�し�てふろ�

し�きはあまり使われなくなって�し�まった。�

　平�成�17年，当�時�の�環�境�大�臣�（�小�池�百�合�子�氏�）�が�

「もったいないふろ�し�き」をプロデュース�し�，ふ�

ろ�し�きはいろいろな大きさや形�のものを１枚で包�

み運ぶことができる，�使わないときは小さくたた�

んで収納できる，何度�も繰り返�し�使える，といっ�

た長所をアピール�し�た。これをマスコミが取�り上�

げたことから，今また�ふろ�し�きに注目が集まり始�

めている。�

　ふろ�し�きを製作することで，布地の�性質，手縫�

い�の�基�礎，ア�イ�ロ�ン�の�か�け�方�等�の�衣�の�学�習�の�基�

礎�・�基�本�的�内�容�を�お�さ�え�る�こ�と�が�で�き�る。加�え�

て，ものをだいじに�し�てきた日本人の「包む」文�

化にふれたり，消費社�会と生活様式のかかわりを�

考えたり，環境にやさ�し�い生活について学んだり�

することができ，これは生�活者の眼を養うことに�

つながると考えられる。�

3．単元構想表　�〈12時間完了〉�
学び�

ふろ�し�きとの出会わせ〈３時間〉�
①ふろ�し�きの包み方の例示�
②�「もったいないふろ�し�き」の提示�
③未仕立てのふろ�し�き生地の１人１枚配付�
④日常生活で③のふろ�し�きを使ってみる体�
験活動�（１週間）�

　�
ふろ�し�きの歴史�
日本の包む文化�
循環型社会�
ふろ�し�きの包み�
方�

どのような生地にするかの追究〈３�時間〉�
⑤多様な追究方法�（取材・実験・調査等）�の�
保障�

⑥個人�で�追究�し�た�こ�と�の�学�び�合�い�の�場�の�設定�

　�
組成表示�
取り扱い絵表示�
布地の性質�

MYふろ�し�きの製作〈４時間〉�
⑦三つ折りに�し�てまつり縫いする例示�
⑧③のふろ�し�き生地を使ったまつり縫いの�
練習�

⑨縫い方のこつや工夫を学び合う情報交換�
の場の設定�

　�
手縫いの基礎�
まつり縫い�
縫い�し�ろの�し�ま�
つの必要性�
ア�イ�ロ�ン�の�使�い�方�

MYふろ�し�きの発表会〈１時間〉�
⑩MYふ�ろ�し�きで�実�際�に�もの�を�包�み，感�想�
を伝え合う交換会の設定�

⑪環境省廃棄・リサイクル課の笹木さんと�
の交流の場の設定�

　�
環境にやさ�し�い�
生活�
3R
　�

学びのふりかえり〈１時間〉�
⑫学びをふりかえるための話�し�合い場面の�
設定�

⑬単元まとめの記述�

　�
生活者と�し�ての�
眼�
　�

4．授業の実際　�※枠内はS子の授�業日記より抜粋�

（1）�　�ふ�ろ�しき�っ�て�す�ご�い�な�。�ボ�ー�ル�も�包�め�る�ん�だ�ね�

　ふろ�し�きで箱，ペッ�

ト�ボ�ト�ル，ボールを包�

んで見せた。生徒は何�

でも包んでいく私の様�

子�を�見�て，驚�い�て�い�

た。�次に，�「もったいな�

いふろ�し�き」�（環境省から借用）�を見せ，近頃ふろ�

し�きが注目されている理由�を考えさせた。�

　今日，�色々なふろ�し�きを見てみて，�大きさや形が違う�
ものでも何でも包むことができるので，�とても便利なも�
のだと思いま�し�た。�きれいに見えるふろ�し�きの包み方を�
覚えておきたいと思いま�し�た。�
　�「�も�っ�た�い�な�い�ふ�ろ�しき�」�は�ち�ょ�っ�と�デ�ザ�イ�ン�を�変�え�た�方�
が�い�い�と�思�い�まし�た�。�で�も�，�日�本�の�文�化�を�見�直�す�た�め�に�
新�し�いガラを考えてア�ピ�ール�し�ようと�し�たのかなあ。�

▲S子の完成したMYふろしき�



イ�　 ン　 フ�　  ォ�　 メ�　 ー�　 シ�　 ョ�　  ン�
�

　平成14年８�月，文部科学省�は「新�
し�い時代を切り拓�くたくま�し�い日本�
人の育成」と�銘打った人間力�戦略�ビ�
ジョンを打ち�出�し�た。また，内閣�府�
を担当部局と�する人間力戦略�研究会�
は，そこでの�議論を「人間力�戦略研�
究会報告書」�と�し�てまとめた。以�来，�
「人間力」と�いう概念が人材�育成の�
基本的�ビ�ジョンと�し�て，多方面で�提�
唱されるよう�になる。�
　ここで取り�上げた図書「人�間力を�

高める情報教�育」は，その意味�から�
すると，情報�教育を推進する立�場に�
立つ筆者らか�らの，これらの課�題に�
対する解答書�と言ってもよいの�であ�
ろう。�
　タイ�ト�ルである「人間�力」につい�
て本の序章で�は，�『新�し�い義務教育で�
は，�「教師や学校の教�育力の充実の中�
で，学習者で�ある児童・生徒の�人間�
力が養われる�もの」と�し�ているが，�
これは高校や�大学でも同様であ�ろう。�
人間力は学校�教育のみならず地�域や�
教育行政機関�，産業との連携，�すな�
わち「信頼と�連携のシステム」�が大�
切であり，今�回の教育改革は人�間力�
向上のための�改革であるともい�える。�
その具体的な�推進課題と�し�て，特に�
「確かな学力�」�「豊かな心の育成�と倫�
理観」�，�「文化芸術立�国」などは，教�
育基本法と密�接な関連性を持つ�情報�
教育を通�し�て，改革の目�標の一助に�
な�る�の�で�は�な�い�か。�』と�述�べ�て�い�る。�
「人間力戦略�研究会報告書」が�いか�
にも概論的な�まとめであったこ�とに�
対�し�，本書が情報教�育の立場から具�

体的な教材や指導�のあり方，その�考�
え方を提案�し�ようと�し�たものである。�
　本書は，情報・�メディア・コミ�ュ�
ニケーションの本�質，問題解決と�意�
志決定，情報モラ�ル教育と情報倫�理�
など，情報と人間�の係わりを常に�視�
野に入れた構成と�なっている。問�題�
解決と意志決定の�章では，問題解�決�
へのアプローチと�問題解決過程に�お�
けるメディアの役�割と活用方法が�分�
かりやすく整理さ�れ，�「情報とコン�ピ�
ュータ」や教科「�情報」を指導す�る�
指導資料と�し�て有益である。�
　第６章では体系�的な情報教育の�あ�
り方を踏まえ，社�会構成主義など�の�
学習理論に基づい�た「人間力を高�め�
る情報教育」とは�何かについて考�察�
を進めている。�
　情報教育を支え�る学習理論と今�日�
的�キ�ー�ワ�ー�ド�で�あ�る「人�間�力�の�育�
成」の係わりにつ�いて，考察�し�よう�
と考えている人に�は，一読される�こ�
とをお薦めする。�

16　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-4

本郷　健�
（大妻女子大学　教授）�

人間力を高める情報教育�
高度情報通信社会�に�お�け�る�

～情報・�メ�デ�ィ�ア�・�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�～�

本村猛能　山本利一　森山潤�
角和博　工藤雄司　共著�

学術図書出版／定価2,100円�（税込）�

図書紹介�
�

　日本家庭科教�育学会創立50周年�の�
記念事業の一つ�と�し�て本年６月に�刊�
行�さ�れ�た�も�の�で，第�１�巻『個�人�・�家�
族・社会をつな�ぐ「生活スキル」�』�／�
第２巻�『安全�・�安心なくら�し�とウェル�
ビ�ーイング』�／第３巻�『実践的なシ�テ�
ィズンシップ教�育の創造』の３冊�か�
らなる。�

ブック�レ�ッ�ト�シリーズ�

生活�を�つ�く�る�（作�る�・�営�る�・�
創�る�）�家庭科�
1～3巻�

日本家庭科教育学会　�編�
ド�メス出版／定価　�各1,050円�（税込）�

　各巻とも，�「なぜ，�今，�家庭科で○�
○なのか」�の理論編と，�「○○の授業�
を読み解く」�の実践編の２部�構成で，�
家庭科が現代�の教育課題に応�える教�
科であること�をわかりやすく�，家庭�
科教育の内外�に向けて発信�し�ている。�

（編集部）�

教　�育　�情　�報� 中教審の専門部会�では学習指導要領の改�訂に向け，�
以下のように学習�内容の改善を検討�し�ています。�

（小学校家庭科）�

　現行の4つの�内容を，�①自分の成長と家�庭の仕事，�生活�

時間などの家庭生�活と家族に関する内容�，②食事のとり�

方や調理の基礎な�どに関する内容，③衣�服の着用と住ま�

い方，製作の基礎�などに関する内容，④�金銭の使い方や�

物の活用など身近�な生活と消費・環境に�関する内容�等の�

観点から再構�成する。また，�２学年間の学習�の見通�し�を�

もつことがで�きるように�ガイダンス的な内容�を設定する。�

　�

（中学校技術・家庭科�　技術分野）�

　技術が活用�される社会に対�応する視点から�技術を，�①�

材料や加工，設計�などに関する技術，②�電気エネルギー�

の変換と効率や動�力伝達と損失などに関�する技術，③作�

物の栽培や新�し�い生物資源の活用�などに関する技術，④�

ネッ�ト�ワークやマルチメディ�ア，プログラミングに�よる�

計測・制御，情報�モラルなどに関する技�術�等の観点から�

整理�し�，�すべての生徒に履修�させる。また，学�習の見通�

し�を立てさせる�ガイダンス的な内容�を設定する。�

　�

（中学校技術・家庭科�　家庭分野）�

　生活の自立�を図る視点から�内容構成を見直�し�，�①家庭�

の基本的な機能や�幼児の生活と家族など�に関する内容，�

②中学生の栄養と�献立，日常食の調理な�どに関する内容，�

③衣服の選択と手�入れ，住居の安全，衣�生活と住生活の�

工夫などに関する�内容，④消費者と�し�ての自覚や環境に�

配慮�し�た生活の工夫などに関�する内容�等の観点から�再構�

成�し�，�すべての生徒に履修�させる。また�，学習の見通�し�

を立てさせる�ガイダンス的な内容�を設定する。�


